
ＪＲ東海労ニュース

第２四半期経営協議会開催
減収・減益で営業収益を１５０億円下方修正

本部は本日、経営協議会を開催し、平成21年度第２四半期連結

決算の概要について会社から説明を受け、協議を行いました。

会社は、「依然として厳しい経営環境が続き、単体での運輸収

入の減収、連結でも減収となった」として、第１四半期で平成21

年度通期の営業収益予想を120億円下方修正しましたが、さらに15

0億円引き下げ、１兆4,770億円（前年比5．9％減）とすることを

明らかにしました。しかし当期純利益は、第1四半期での予想した

720億円（前年比42．9％）を据え置くとしました。そのために、

「引き続き業務全般にわたり効率化・低コスト化等を徹底する」

とし、100億円は関連会社で50億円はＪＲ東海本体で経費節減を

徹底していくとしています。

会社の説明に対し、鈴木委員長から150億円の下方修正に対する

効率化について、長期債務の見通し、インフルエンザ対策など５

項目について質問し議

論してきました。特に、

効率化において関連会

社での経費削減におけ

る「低コスト化」によ

って、安全への影響、

サービスの低下につな

がることがないよう強

く求めました。
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